
 

  

ナナはボール遊びが大好きです それは

思いっきり走れるからです(*^_^*) 

廊下で大玉遊び～  

外でもボール遊び～  
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２病棟 看護主任 馬場 圭美 

『
人
に
歴
史
あ
り
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今月は登紀子さん（６２歳）の一コマです。練馬区出身の 

登紀子さんは、２人姉妹の次女さんです。短大を卒業後は 

証券会社に勤めていました。その後、昭和６３年２７歳で 

結婚され、男の子２人をもうけました。結婚後は専業主婦 

になりましたが、長男さんは脳性麻痺で寝たきりのため、 

登紀子さんがずっと介護をなさっていたそうです。 

令和元年頃、登紀子さんの様子がおかしいと長男さんが通っていた介護施設の方から話があり、ご家族

も登紀子さんが１人でボーっとしていたり、メールの文章や会話などがまとまらないと感じ受診を勧め

ましたが、登紀子さんは頑なに受診を拒否していたそうです。その後、ご家族の説得もあり順天堂練馬

病院を受診し、アルツハイマー型認知症の可能性を指摘されて内服治療・デイサービス利用を開始しま

したが、記憶障害が目立ち家事が出来なくなってしまいました。令和２年国立精神神経センターに検査

入院され、言語障害型アルツハイマー型認知症（言語を話す・話を理解する・文字を書く・理解するな

どが困難になり失語を招くこともある）と診断されました。その後、退院されご自宅に戻られましたが、

徘徊やデイサービスの拒否が目立つようになり、令和３年東京武蔵野病院に入院されました。それでも、

ご家族の希望で自宅介護になりましたが、やはり難しく同年８月に当院に入院されました。 

入院当時は病棟内を歩行し、スタッフが話しかけるとステキな笑顔ときれいな声で返事をしてくれてい

ました。一方で自分の思いを伝えられないもどかしさや不安もあるのか時々不穏になる事もありました

が、その時は声を掛け、寄り添うことで落ち着きを取り戻していました。コロナ禍で面会もままならな 

                  い時期ではありましたが、ご家族との面会の時は満面の笑みを

見せ楽しく過ごされていました。しかし、若年性のため認知症

の進行も早く、今は車いすでの生活となり、食事も介助になっ

てしまいました。しかし食事はしっかり召し上がり以前よりも

肌ツヤも良くなってきたように思います。これからも登紀子さ

んが楽しい毎日が送れるようスタッフ一同ケアしていきます。 

７月！いよいよ夏本番になりますね。 

私は日頃の息抜きのひとつとして家庭菜園を行っています。５月のゴールデンウィーク頃、園

芸店に並ぶ苗を購入し土作りをはじめて、トマト・ナス・ピーマン・しそ・ゴーヤなどを植え

つけます。その後、入梅となりたっぷり水分を吸収したあとは真夏の日差しを浴びてぐんぐん

成長し、これから収穫が待ち遠しいです。特に楽しみなのが窓辺に作るゴーヤのカーテンで窓

いっぱいに成長すると涼しい風と一緒に揺れる風鈴の音色と緑に癒され心穏やかになります。

ゴーヤは佃煮やゴーヤチャンプルにして夏の味覚も楽しめます。 

これから暑さも厳しくなりますが、心地よく元気に過ごせるような工夫や健康管理に気を付け

てお仕事させて頂けたらと思っています。 

どうぞよろしくお願い致します。 

歌うことは口腔・嚥下機能の向上、呼吸量増加に伴う心肺機能の向上、

脳の活性化、ストレス発散等‥いいこと尽くしです。今回、ＯＴ活動と

して週１回行っている「歌の会」の様子を紹介したいと思います。聴く

もよし、歌うもよしのスタンスで毎回２０～３０名程の患者様にご参加

いただいています。様々な年代の方に楽しんでいただけるよう曲の内容

は、唱歌・童謡・民謡・歌謡曲（昭和初期～昭和５０年代が中心）等な

ど幅広く構成しています。季節にまつわる話や歌謡曲が流行った当時の

話など写真や物を用いて、皆さんとコミュニケーションをとりながら進

行しています。懐かしい歌や曲を通してうまく言葉が話せない方が涙ぐ

まれたり、はつらつとした表情で昔の出来事をお話しされる方もいて、

活気のある会になることもあります。なじみの歌には、当時の思い出が

刷り込まれており、その時の記憶を呼び起こす不思議な力があると感じ

ます。笑 いあり、涙あり、何でもあり！？の気持ちで、皆さんの心の琴

線に触れられるような歌の会にしたいものです。 
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